
 

 

［成 果 情 報 名］ 放射性セシウムの大豆の加工・調理における加工係数 

［要 約］ 原料大豆の放射性セシウム濃度から最終加工・調理品の放射性セシウム濃

度を推定する場合に活用される加工係数は、豆腐、納豆、煮豆においてそれぞれ 0.12、0.40、

0.20 である。  
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［背景・ねらい］ 

一般食品に含まれる放射性セシウム濃度（ 13 4Cs + 1 3 7Cs）は食品衛生法で基準値 100 Bq/kg

と規定されており、正確なリスク評価・管理のためには、その加工・調理過程における放

射性セシウムの動態も把握する必要がある。国内産大豆は 80 %以上が豆腐、納豆、煮豆に

加工・調理された状態で消費されていることから、加工・調理過程での放射性セシウムの

動態を解明し、正確な科学データを行政、大豆を扱う食品産業および消費者に提供し、リ

スク管理や食品への放射能影響に関する正しい理解促進に役立てる。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．豆腐（充填豆腐）、納豆、煮豆の放射性セシウムの加工係数【加工後の放射性セシウ

ム濃度（Bq/kg，新鮮重）/ 加工前の放射性セシウム濃度（Bq/kg，新鮮重）】は 0.12、

0.40、0.20 となり（表 1）、原料大豆に比べ加工・調理品での放射性セシウム濃度は低

減する。これらの結果は農林水産省などの報告と同じである。  

２．放射性カリウムの加工係数は、豆腐、納豆、煮豆でそれぞれ 0.12、0.42、0.22（表

1）であり、日本食品標準成分表 2010（文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科

会報告）における市販品での総カリウム（放射性＋非放射性カリウムの総量）の加

工係数（豆腐、納豆、煮豆でそれぞれ 0.07、 0.35、0.17）と同程度である。1.と

2.の結果から、大豆の調理・加工における放射性セシウムの動態はカリウムの動

態と同じであると考えられる。 

３．放射性セシウムの残存割合【加工品に含まれる放射性セシウム（Bq）/ 原料に含まれ

る放射性セシウム（Bq）×100】（%）を計算すると、豆腐（充填豆腐）、納豆、煮豆に

おいて、原料大豆に含まれる放射性セシウムのそれぞれ 67、85、45 %が加工・調理品中

に残存しており（図１）、豆腐加工ではおからとして 30 %、納豆加工では加圧蒸煮排水

として 17 %、煮豆調理では煮汁として 45 %の放射性セシウムが除去される。納豆の製

造過程においては、発酵前の蒸煮大豆と納豆の残存割合に有意な差がなく（図 1）、発

酵工程において放射性セシウムの低減や増加はない。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．原料大豆の放射性セシウム濃度に加工係数をかけると、その加工・調理品の放射性セ

シウム濃度となる。加工係数を目安とすることにより、原料大豆の放射性セシウム濃度

から豆腐、納豆、煮豆およびおからの放射性セシウム濃度を推定できる。  

２．行政のリスク管理や食品中の放射性物質の正しい理解促進のために活用できる。しか

し、実際の商品では、加工・調理での加水量や工程が製造者によって異なることから、

この加工係数と完全には一致せず、数値に幅があることを理解しておく必要がある。  

３．充填豆腐は、絹ごし豆腐や木綿豆腐のように水さらしや圧縮行程がないことから、絹

ごし豆腐や木綿豆腐と比較すると放射性セシウムの残存割合が高いと予想される。  
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［具体的データ］ 

表 1 大豆の加工・調理にお
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